
第４期第５回 帯広市産業振興会議 次第 

 

     日時：平成 28 年 11 月 1 日（火）10:00～ 

         場所：帯広市役所 議会棟 3階 全員協議会室 

 

 

Ⅰ．開 会 

 

 

Ⅱ．協 議 

 

 １．若年者の地元企業定着について 

 

 ２．帯広市中小企業振興基本条例制定１０周年について 

 

 

Ⅲ．その他 

 

 

Ⅳ．閉 会 
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資料 １ 

若年者の地元企業定着について 

   現 状 ： 
 十勝管内の有効求人倍率の高止まり（平成28年8月 月間有効求人倍率 1.21） 
 若年者離職における「七五三現象」 

雇用のミスマッチ 

■高校１・２年生向けセミナー（キャリアクエスト２０１６） 
 企業展示会と同時開催により管内企業の存在を知ることができる。 
  ➢ Ｈ２７年度：８０名参加 
  ➢ 企業展示会出展ブース約４０社を訪問 
  ➢ 働くことについて学年別グループ討論を実施 
 

■高校３年生向けセミナー 
 管内企業代表や人事担当者による、働くことを自覚させるための 
 セミナーや、 面接練習による就職活動直前の実践的な指導。                                
   ➢ Ｈ２７年度：１２７名参加 
 
■インターンシップ名簿の作成 
 管内３０４社のインターンシップ名簿を作成し管内高校に配布。 

現在の取組み 

現在の取組に加えて・・・ 
 

①高校３年生向けセミナーの拡充 
 ■求職力向上セミナー 
 自分の希望と合う企業を求人票の情報から正しく読み取る力を 
 身に付け、就職後の理想と現実のギャップを解消。 
   ➢ 管内高校を対象とした出前授業形式 
   ➢ 税や保険料等の知識、金銭感覚も身に付けてもらう機会 
 

②新規事業 
 ■有給職業体験プログラム 
 より入社後に近い環境を体験することにより、職業への理解や 
 ミスマッチの低下を期待。 
  ➢ ２週間から１ヶ月程度の有給職業体験 
  ➢ 学生に対して現状のインターンシップより責任のある仕事を 
    任せる 

今後の取組みの方向性（案） 
地元企業の 
理解促進 

勤労観の 
醸成 

企業認知度の 
向上 

職業理解の不足による 

早期離職 
≪課 題≫ 

【事業上の課題】 
 高校生に、より具体的に仕事内容を知ってもらうには？ 
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補足資料 

管内新規高卒者求人状況推移 管内新規高卒者求人倍率推移 

出展：帯広公共職業安定所「新規学校卒業者の職業紹介状況」H28.4月末現在 

学歴別卒業後３年以内離職率の推移 

出展：厚生労働省統計情報「新規学校卒業者の離職状況」H28.10月現在 


